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一

昭
和
女
子
大
学
は
東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
に
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
遠
藤
周
作

は
公
に
二
度
、
こ
の
女
子
大
学
と
関
わ
り
を
持
っ
た
。

一
度
め
は
「
私
の
日
記
」
と
題
す
る
文
章
を
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
二
月
に

雑
誌
「
新
潮
」（
61-

2
号
）
に
発
表
し
た
時
、
二
度
め
は
そ
の
十
八
年
後
、
昭
和
五
十

七
年
（
一
九
八
二
）
十
月
二
十
二
日
に
昭
和
女
子
大
学
の
学
生
対
象
講
演
会
、
女
性
教

養
講
座
に
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
時
で
あ
る
。
こ
の
二
度
の
関
わ
り
か
ら
は
、
遠
藤
の

文
学
批
評
に
対
す
る
毅
然
と
し
た
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
以
下
、
具
体
的
に
追
っ
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

二

「
私
の
日
（
（
（
記
」
で
遠
藤
は
昭
和
女
子
大
学
に
皮
肉
の
視
線
を
向
け
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
前
後
の
文
章
は
引
用
者
の
要
約
）。

　

向
う
の
国
の
作
家
は
現
在
か
い
て
い
る
小
説
の
下
書
き
ま
で
附
け
く
わ
え
て
、
よ
く
日
記
を

発
表
す
る
。
が
、
興
味
を
引
か
れ
る
の
は
、
友
人
作
家
と
の
交
流
や
自
作
に
つ
い
て
の
解
釈
、

遠
藤
周
作
と
世
田
谷
（
二
）

―
―
昭
和
女
子
大
学
と
の
関
わ
り
か
ら
―
―

笛　
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み
た
夢
な
ど
の
記
載
で
、
そ
れ
は
作
家
自
身
の
作
品
の
秘
密
を
解
き
あ
か
し
て
く
れ
る
鍵
に
も

な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
日
記
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
荷
風

の
日
記
も
荷
風
の
創
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
私
は
作
家
に
な
っ
て
か
ら
比
較
的
、
日
記
を
つ
け

て
き
た
。
自
分
の
私
生
活
は
第
二
に
し
て
、
先
輩
や
友
人
か
ら
耳
に
し
た
文
学
の
話
や
彼
自
身

の
作
品
解
釈
に
役
に
立
つ
よ
う
な
発
言
を
書
き
と
め
て
き
た
。

　

い
つ
か
江
藤
淳
氏
に
こ
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
、
例
に
よ
っ
て
私
は
ふ
ざ
け
て
、

「
そ
の
日
記
の
中
に
は
、
本
当
の
箇
所
と
ウ
ソ
の
箇
所
と
が
あ
る
ん
だ
よ
」

　

と
言
う
と
、
江
藤
氏
は
、

「
ウ
ソ
の
箇
所
っ
て
」

「
つ
ま
り
そ
れ
は
ぼ
く
の
創
作
で
す
。
今
日
、
×
×
さ
ん
に
会
っ
た
。
×
×
さ
ん
が
自
分

の
創
作
方
法
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
て
い
た
と
…
…
半
分
は
本
当
の
通
り
に
書
い
て
、
あ
と

の
半
分
は
彼
が
言
い
そ
う
だ
が
実
際
、
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
意
外
な
こ
と
ま
で
を
、
ぼ

く
が
作
り
あ
げ
て
書
い
て
あ
る
の
さ
」

「
や
ア
、
面
白
い
な
あ
」

「
面
白
い
だ
ろ
。
後
に
な
っ
て
昭
和
女
子
大
学
の
学
生
の
よ
う
に
、
何
で
も
作
家
に
つ
い

て
書
か
れ
た
こ
と
を
集
め
る
連
中
が
出
て
く
る
と
す
る
。
そ
の
連
中
が
、
ぼ
く
の
日
記
を

偶
然
み
つ
け
た
と
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
作
品
そ
の
も
の
の
価
値
よ
り
、
作
品
成
立
の

要
素
や
過
程
や
誰
々
が
庶
子
だ
っ
た
と
か
私
生
児
だ
っ
た
と
か
こ
ん
な
女
が
い
た
と
い
う

こ
と
が
大
事
だ
か
ら
、
ぼ
く
の
ウ
ソ
を
本
気
で
信
じ
て
、
論
文
か
く
だ
ろ
。
そ
う
な
れ
ば

ど
う
な
る
」

「
や
ア
。
そ
れ
は
面
白
い
。
や
れ
や
れ
」
と
江
藤
氏
は
け
し
か
け
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
江
藤
氏
と
の
対
話
で
言
っ
た
こ
と
は
冗
談
で
あ
り
、
私
の
日
記
に
は

そ
ん
な
出
鱈
目
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
当
に
私
が
先
輩
か
ら
聞
い
た
話
、
友
人
が
自
分
の

作
品
に
つ
い
て
、
ふ
と
洩
ら
し
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
て
い
る
わ
け
だ
。

　

そ
の
日
記
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
特
色
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
書
き
と
め
て
お
い
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、「
狐
狸
庵
日
乗
」
を
読
み
か
え
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出

が
甦
っ
て
く
る
。

以
上
が
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、「
ふ
ざ
け
て
」、「
冗
談
」
と
の
断
り
は
あ
る

も
の
の
、
名
指
し
で
の
揶
揄
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
遠
藤
は
理
由
な
く

他
者
を
非
難
す
る
作
家
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
こ
れ
は
公
の
刊
行
物
で
あ
る
。
持
論

に
確
固
た
る
根
拠
や
正
当
性
が
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
は
ず
も
な
（
（
（
い
。

こ
こ
か
ら
、
昭
和
女
子
大
学
を
名
指
し
に
し
た
の
は
、
作
家
の
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
で
は

な
く
、
公
に
す
る
だ
け
の
何
ら
か
の
主
張
や
思
想
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
ま
ず
は
「
私
の
日
記
」
掲
載
の
詳
細
を
確
認
す
る
。

こ
の
文
章
は
、「
新
潮
」
の
連
載
特
集
〈
作
家
の
眼
〉
の
一
篇
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

〈
作
家
の
眼
〉
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
一
月
（
57-

1
号
）
か
ら
昭
和
四
十
三

年
（
一
九
六
八
）
十
二
月
（
65-

12
号
）
ま
で
続
き
、
一
回
に
つ
き
三
～
五
名
の
作
家
が
、

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
ず
つ
、
約
三
〇
〇
〇
字
（
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
三
段
、
二
十
字
×
二
十
五

〜
六
行
、
タ
イ
ト
ル
分
除
く
）
の
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆
、
大
き
な
特
集
が
あ
る
時
は
休
載
さ

れ
た
が
、
ほ
ぼ
毎
月
の
連
載
で
あ
っ
た
。〈
作
家
の
眼
〉
が
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
設
け
ら
れ
た
の
か
、
連
載
ス
タ
ー
ト
時
に
は
特
に
明
文
化
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
第
一
回
（
57-

1
号
、
昭
35
（
一
九
六
〇
）・
1
）
の
一
人
目
、
三
島
由
紀
夫
の
「
カ

フ
カ
的
」
の
冒
頭
に
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

作
家
の
目
で
見
る
と
、
何
の
變
哲
も
な
い
も
の
が
面
白
く
見
え
、
世
間
で
面
白
が
る
も

の
が
Ｈ
色
に
も
見
え
る
と
い
ふ
迷
信
は
、
か
な
り
廣
く
、
今
日
ま
で
行
は
れ
て
ゐ
る
。
と
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こ
ろ
が
こ
ん
な
迷
信
は
外
國
に
も
あ
る
ら
し
い
。

こ
こ
か
ら
、
作
家
な
ら
で
は
の
眼
で
世
の
中
の
事
象
を
と
ら
え
て
書
く
の
が
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
の
方
向
性
で
あ
る
と
う
か
が
え
る
。

こ
の
〈
作
家
の
眼
〉
に
遠
藤
は
十
三
回
執
筆
し
て
お
り
、「
私
の
日
記
」
は
そ
の
一

篇
で
あ
る
。

　
　
「
こ
こ
に
も
日
本
人
社
會
が
」（
57-

5
号
、
昭
35
（
一
九
六
〇
）・
5
）

　
　
「
人
間
と
物
と
」（
58-
8
号
、
昭
36
（
一
九
六
一
）・
8
）

　
　
「
九
官
鳥
の
話
」（
59-

1
号
、
昭
37
（
一
九
六
二
）・
1
）

　
　
「
あ
る
場
所
の
話
」（
59-

7
号
、
昭
37
（
一
九
六
二
）・
7
）

　
　
「
飜
譯
者
へ
の
注
文
」（
60-

2
号
、
昭
38
（
一
九
六
三
）・
2
）

　
　
「
心
苦
し
い
善
意
」（
60-

5
号
、
昭
38
（
一
九
六
三
）・
5
）

　
　
「
私
の
日
記
」（
61-

2
号
、
昭
39
（
一
九
六
四
）・
2
）

　
　
「
浪
人
時
代
」（
61-

6
号
、
昭
39
（
一
九
六
四
）・
6
）

　
　
「
本
當
の
鵜
飼
」（
61-

11
号
、
昭
39
（
一
九
六
四
）・
11
）

　
　
「
切
支
丹
時
代
」（
62-

4
号
、
昭
40
（
一
九
六
五
）・
4
）

　
　
「
手
紙
と
作
文
」（
63-

5
号
、
昭
41
（
一
九
六
六
）・
5
）

　
　
「
輕
井
澤
」（
63-

10
号
、
昭
41
（
一
九
六
六
）・
10
）

　
　
「
慶
應
病
院
で
」（
64-

8
号
、
昭
42
（
一
九
六
七
）・
8
）

こ
れ
ら
十
三
篇
の
中
で
、「
私
の
日
記
」
の
他
に
他
者
へ
の
具
体
的
な
異
論
を
提
示

し
て
い
る
の
は
、「
飜
譯
者
へ
の
注
文
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
あ
る
劇
團
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
伊
太
利
の
劇
作
家
ヴ
ゴ
・
ベ
ッ
テ
ィ
の
臺
本IR

EN
E IN

N
O

CEN
T

E

を
讀

ん
で
い
る
う
ち
に
一
寸
、
ひ
つ
か
か
る
こ
と
が
あ
つ
た
」（
傍
線
引
用
者
）
と
始
ま
り
、

劇
団
側
の
台
本
の
訳
の
不
足
を
指
摘
し
、
翻
訳
家
は
「
語
學
的
に
正
確

0

0

に
譯
す
こ
と
よ

り
も
文
學
的
に
正
當
に
譯
す
こ
と
が
ま
ず
彼
に
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
が
、
こ
の
文
章
で
は
「
あ
る
劇
團
」
と
劇
団
名
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
劇

団
名
を
公
開
す
る
と
、
翻
訳
家
が
特
定
さ
れ
る
の
で
、
配
慮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、「
私
の
日
記
」
に
お
け
る
昭
和
女
子
大
学
の
扱
い
は
、

や
は
り
特
異
と
言
え
よ
う
。

遠
藤
が
「
昭
和
女
子
大
学
の
学
生
の
よ
う
に
、
何
で
も
作
家
に
つ
い
て
書
か
れ
た
こ

と
を
集
め
る
連
中
」
と
記
し
た
背
景
に
は
、
大
学
が
刊
行
し
て
い
た
『
近
代
文
学
研
究

叢
書
』
が
あ
る
。
こ
の
叢
書
は
昭
和
十
年
に
創
立
者
人
見
圓
吉
が
始
め
た
研
究
事
業
で
、

近
代
文
学
を
な
し
て
き
た
作
家
や
思
想
家
に
つ
い
て
の
伝
記
を
中
心
と
し
た
、
網
羅
的

な
情
報
採
録
の
書
物
で
あ
る
。
戦
前
、
大
学
の
雑
誌
「
学
苑
」
に
連
載
さ
れ
た
学
生
の

論
文
を
『
文
学
遺
蹟
巡
礼
』
一
～
四
輯
（
昭
13
（
一
九
三
八
）・
10
～
昭
18
（
一
九
四
三
）・

7
）
に
ま
と
め
て
刊
行
し
、
そ
れ
を
戦
後
引
き
継
い
で
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

一
月
の
第
一
巻
か
ら
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
五
月
の
七
十
六
巻
ま
で
、
別
巻
一

冊
（
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
10
）
を
含
め
、
全
七
十
七
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
巻
巻
頭

の
序
「
世
に
出
る
ま
（
（
（
で
」
に
お
い
て
人
見
圓
吉
は
、
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

　

風
、
水
、
火
、
地
震
な
ど
天
ｚ
地
異
の
多
い
日
本
で
は
文
化
財
の
保
Ａ
が
何
れ
の
国
よ

り
も
緊
要
で
あ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世
文
化
に
貢
献
し
た
国
学
者
や
洋
学
者
の

関
係
文
献
や
遺
跡
が
放
置
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
湮
滅
前
に
調
査
研
究
し
て
せ
め
て
文
字

に
丈
け
で
も
止
め
置
い
て
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
、
と
同
時
に
、
卒
業
期
に
達
し
た
学
生

に
身
を
以
て
研
究
調
査
の
苦
し
み
と
楽
し
み
を
体
験
さ
せ
乍
ら
各
自
の
成
長
に
資
し
た
い

と
思
っ
た
。
そ
れ
が
「
文
学
遺
跡
巡
礼
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
続
け
て
、
学
生
た
ち
は
「
先
哲
の
遺
族
と
遺
跡
を
訪
う
べ
く
巡
礼
の
旅
に
立

つ
」、「
そ
の
前
一
年
ば
か
り
を
業
績
の
研
究
に
費
し
て
関
係
文
献
を
渉
猟
し
、
第
二
年
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目
か
ら
先
哲
の
家
に
残
る
古
文
書
や
各
地
に
散
在
す
る
遺
跡
、
遺
族
等
を
実
地
踏
査
」

し
、「
新
た
な
資
料
や
従
来
の
過
誤
の
発
見
、
欠
け
た
部
分
を
補
う
な
ど
と
云
う
よ
う

な
こ
と
も
試
み
」
た
と
記
し
て
い
る
。
徹
底
し
た
実
証
主
義
で
情
報
を
収
集
し
、
作
家

の
伝
記
的
部
分
（「
一
、
生
涯
」、「
三
、
業
績
」、「
五
、
遺
族
・
遺
跡
」）
と
資
料
リ
ス
ト
の

部
分
（「
二
、
著
作
年
表
」、「
四
、
資
料
年
表
」）
で
構
成
さ
れ
た
。

刊
行
前
よ
り
世
評
は
高
（
（
（
く
、
第
一
巻
の
刊
行
後
は
「
朝
日
新
聞
」（
昭
31
（
一
九
五

六
）・
1
・
30
）
が
学
生
の
仕
事
故
の
洗
練
を
欠
い
た
文
章
、
著
作
・
資
料
年
表
の
玉
石

混
交
状
態
、
自
家
出
版
故
の
誤
植
の
多
さ
に
「
厳
密
な
校
訂
」
を
求
め
つ
つ
も
、「
遺

跡
、
遺
族
の
調
査
が
い
ち
ば
ん
の
収
穫
で
あ
ろ
う
。
文
学
の
研
究
に
は
、
作
家
の
伝
記

の
こ
ま
か
な
と
こ
ろ
を
調
べ
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
遺
族
の
あ
と
を
追
っ
た
り
、

遠
く
へ
旅
行
し
た
り
す
る
の
が
面
倒
で
、
つ
い
出
足
が
に
ぶ
っ
て
い
る
う
ち
に
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
骨
の
折
れ
る
仕
事
を
、
若
く
て
純
真
な
学
生
に
や
ら

せ
た
の
は
、
な
か
な
か
利
口
で
あ
る
。
学
生
に
と
っ
て
も
、
苦
労
し
て
調
べ
る
こ
と
が

勉
強
に
な
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
」
と
評
価
、「
学
者
、
文
学
者
を
は
じ
め
研
究
団

体
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
各
方
面
か
ら
批
評
、
賞
賛
、
激
励
を
受
け
、
日
本
図
書
館
協
会
、

学
校
図
書
館
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
推
薦
図
書
に
選
定
さ
れ
た
。
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
か
ら

も
購
入
の
申
し
込
み
を
受
け
る
よ
う
に
（
（
（
な
」
る
ほ
ど
、
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
さ

ら
に
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
第
七
巻
ま
で
刊
行
し
た
時
点
で
「
共
同
研
究
に
よ

り
近
代
文
学
研
究
叢
書
五
十
四
巻
刊
行
へ
の
ま
じ
め
な
態
（
（
（
度
」
が
評
価
さ
れ
て
第
六
回

菊
池
寛
賞
を
受
賞
す
る
と
、
新
聞
や
雑
誌
に
も
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
な
ど
で
対
談
や
座
談
会
も
組
ま
れ
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
に
は
「
文
部
省
か
ら
本
叢
書
の
刊
行
に
対
し
て
助
成
金
が
交
付
さ
れ
（
（
（
た
」。

こ
れ
ら
の
報
道
を
遠
藤
も
眼
に
し
た
故
の
大
学
名
特
定
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

な
ぜ
遠
藤
は
こ
れ
を
揶
揄
し
た
の
か
―
―
そ
れ
は
、
こ
の
叢
書
が
、
遠
藤
の
主
張
し
て

い
た
文
学
批
評
の
あ
り
方
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
年
代
の
終
わ
り
か
ら
三
十
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
文
学
界
は
戦
後
派
に

代
わ
る
新
し
い
流
れ
を
必
要
と
し
て
、
文
芸
雑
誌
で
し
き
り
に
対
談
や
座
談
会
が
組
ま

れ
、
模
索
が
な
さ
れ
て
い
た
。
文
芸
評
論
家
だ
け
で
は
な
く
、
次
世
代
の
作
家
と
し
て

遠
藤
も
数
多
く
の
座
談
会
等
に
参
加
し
た
。
以
下
、
列
挙
す
る
と
、

◦�

司
会　

遠
藤
周
作
、
参
加
者　

奥
野
健
男
・
村
松
剛
・
服
部
達
・
安
岡
章
太
郎
・

小
島
信
夫
・
島
尾
敏
雄
・
桂
芳
久｢

座
談
会
『
近
代
文
學
』
の
功
罪
―
―
戰
後
派

文
学
と
第
三
の
新
人
―
―｣

（「
三
田
文
学
」
昭
29
（
一
九
五
四
）・
3
）

◦�

三
角
帽
子
（
服
部
達
・
村
松
剛
・
遠
藤
周
作
）「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
の
旗
の
下
に
」 

　

1　

わ
れ
ら
の
風
土
を
越
え
て
（「
文
學
界
」
昭
30
（
一
九
五
五
）・
4
）

　

2　

批
評
と
創
作
と
の
間
（「
文
學
界
」
昭
30
（
一
九
五
五
）・
5
）

　

3　

現
代
日
本
語
と
の
鬪
い
（「
文
學
界
」
昭
30
（
一
九
五
五
）・
6
）

　

4　

戰
後
派
の
光
榮
と
悲
慘
（「
文
學
界
」
昭
30
（
一
九
五
五
）・
7
）

　

5　

未
來
へ
の
突
破
口
（「
文
學
界
」
昭
30
（
一
九
五
五
）・
8
）

　

6　

わ
れ
ら
は
か
く
主
張
す
る
（「
文
學
界
」
昭
30
（
一
九
五
五
）・
9
）

◦�

江
藤
淳
・
遠
藤
周
作
・
佐
伯
彰
一
・
進
藤
純
孝
・
針
生
一
郎
・
村
松
剛
共
同
提
（
（
（
唱

「
現
代
文
学
の
衰
頽
を
破
る
た
め
に
―
―
新
し
い
文
学
史
へ
の
提
唱
―
―
」（「
総

合
」
3
号
、
昭
32
（
一
九
五
七
）・
7
）

さ
ら
に
、
個
人
と
し
て
新
聞
や
雑
誌
に
も
寄
稿
が
求
め
ら
れ
、
次
々
に
執
筆
し
て
い

る
。◦�「

若
い
作
家
の
疑
問
―
―
作
中
人
物
の
描
き
方
に
つ
い
て
―
―
」（「
朝
日
新
聞
」
昭

31
（
一
九
五
六
）・
5
・
26
）

◦�「
匿
名
批
評
の
あ
り
方
」（「
産
経
時
事
」
夕
刊
、
昭
31
（
一
九
五
六
）・
8
・
13
）
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◦�「
芸
術
の
基
準
」（「
新
日
本
文
学
」
昭
31
（
一
九
五
六
）・
11
）

◦�「
新
し
い
批
評
の
た
め
に
」（「
読
売
新
聞
」
夕
刊　

昭
32
（
一
九
五
七
）・
1
・
8
）

◦�「
今
年
や
り
た
い
こ
と
―
―
芸
術
観
に
基
く
作
家
論
―
―
」（「
三
田
新
聞
」
昭
32

（
一
九
五
七
）・
1
・
11
）

◦�「
芸
術
交
流
体
に
つ
い
て
」（「
文
学
」
昭
32
（
一
九
五
七
）・
5
）

◦�「
技
術
批
評
の
必
要
―
―
奥
野
・
村
松
氏
の
論
争
を
作
家
の
立
場
か
ら
」（「
読
売

新
聞
」
夕
刊　

昭
32
（
一
九
五
七
）・
7
・
5
）

◦�「
文
学
と
想
像
力
」（『
文
学
の
鑑
賞
』
昭
32
（
一
九
五
七
）・
10
、
毎
日
新
聞
社
）

◦�「
新
し
い
批
評
の
基
準
を
」（「
朝
日
新
聞
」
昭
33
（
一
九
五
八
）・
1
・
11
）
な
ど

こ
れ
ら
に
お
け
る
遠
藤
の
主
張
は
、
次
に
示
す
「
芸
術
の
基
（
（
（
準
」（
昭
31
（
一
九
五

六
）・
11
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
前
略
）
私
は
作
家
論
を
（
つ
ま
り
作
品
の
分
析
の
た
め
に
そ
の
作
家
の
実
人
生
を
考
慮

す
る
方
法
を
）
全
面
的
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
は
あ
る
作
家
の
人
生
を
そ
の
作

品
と
の
価
値

0

0

と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
す
る
批
評
は
肯
定
す
る
。
た
だ
そ
の
価
値

0

0

と
関
係

の
な
い
も
の
、
む
し
ろ
、
そ
の
価
値
を
否
定
す
る
も
の
を
作
品
と
結
び
つ
け
る
方
法
に
反

対
す
る
の
だ
。

さ
ら
に
こ
れ
を
、「
作
家
の
実
人
生
に
お
け
る
実
体
験
を
ほ
じ
く
っ
て
、
作
品
を
分
析

す
る
方
法
に
は
反
対
す
る
」
が
、「
作
家
の
人
生
を
そ
の
作
品
価
値
と
の
関
係
で
考
察

す
る
批
評
な
ら
ば
肯
定
す
る
」、「
そ
れ
は
そ
の
作
家
の
人
生
に
お
け
る
芸
術
的
体
験
や

影
響
を
考
慮
す
る
批
評
方
法
」
だ
か
ら
だ
と
繰
り
返
し
て
い
る
。「
私
の
日
記
」
の
、

「
彼
ら
（
引
用
者
注　

昭
和
女
子
大
学
の
学
生
）
に
と
っ
て
は
作
品
そ
の
も
の
の
価
値
よ
り
、

作
品
成
立
の
要
素
や
過
程
や
誰
々
が
庶
子
だ
っ
た
と
か
私
生
児
だ
っ
た
と
か
こ
ん
な
女

が
い
た
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
か
ら
、
ぼ
く
の
ウ
ソ
を
本
気
で
信
じ
て
、
論
文
か
く
だ

ろ
」
は
、
遠
藤
の
繰
り
返
し
た
主
張
の
前
者
に
あ
た
る
。
で
は
、
遠
藤
の
「
肯
定
」
す

る
後
者
の
批
評
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、「
芸
術
の
基
準
」
で
こ
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
整
理
す
る
。

ま
ず
、
遠
藤
は
服
部
達
・
村
松
剛
と
「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
の
旗
の
下
に
」
1
～

6
に
お
い
て
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
、
文
芸
批
評
が
「
い
つ
の

ま
に
か
、
そ
の
人
間
の
實
生
活
と
か
、
現
實
の
肉
體
的
特
質
と
か
の
方
へ
、
眼
が
向
い

て
し
ま
」
い
、
作
品
と
い
う
「
典
型
化
さ
れ
た
一
つ
の
精
神
の
あ
り
か
た
を
讀
も
う
と

せ
ず
に
、
も
う
一
度
そ
れ
を
一
人
の
作
家
と
い
う
特
殊
な
生
き
も
の
の
な
か
に
解
消
さ

せ
て
し
ま
（
（1
（
う
」
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
警
鐘
、
批
判
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
の

ち
に
そ
う
し
た
批
評
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、「
作
品
の
価
値
を
社
会
の
上
部
構
造
や

生
理
（
フ
ィ
ジ
ッ
ク
）
と
い
う
は
な
は
だ
没
価
値
な
も
の
に
引
き
さ
げ
る
マ
ル
キ
シ
ズ

ム
批
評
、
フ
ロ
イ
デ
ィ
ズ
ム
批
評
」、「
日
本
文
学
に
は
外
国
文
学
の
骨
格
が
な
い
か
ら

ケ
シ
か
ら
ぬ
と
い
う
近
代
批
評
」、「
作
品
そ
の
も
の
よ
り
は
作
家
の
身
も
と
調
べ
に
熱

中
す
る
私
小
説
批
評
」、「
皮
相
な
外
観
だ
け
で
作
品
を
分
類
す
る
分
類
批
評
」（「
新
し

い
批
評
の
た
め
（
（1
（

に
」（
昭
32
（
一
九
五
七
）・
1
））
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
メ

タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
の
旗
の
下
に
1
」
で
は
、
日
本
の
文
学
的
伝
統
が
「
風
土
に
密
着

し
て
い
て
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
な
も
の
に
は
對
應
し
な
い
」
と
い
う
弱
点
も
指
摘
し
て

い
る
。
そ
し
て
、「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
の
基
盤
」「
出
發
點
」
は
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

つ
く
り
だ
す
、
想
像
力
の
豐
か
（
（1
（
さ
」
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
の
旗
の
下
に
」
1
～
5
は
匿
名
「
三
角
帽
子
」
で
掲
載
さ

れ
た
が
、
最
終
回
の
「
6　

わ
れ
ら
は
か
く
主
張
す
る
」
だ
け
は
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
名

を
明
ら
か
に
し
て
主
張
を
掲
げ
た
。
遠
藤
は
「「
現
代
評
論
」
の
友
人
た
ち
へ
」
と
題

し
て
、「
從
來
の
日
本
の
批
評
家
が
、
作
品
の
美
學
的
考
察
を
無
視
し
て
作
家
の
人
生

そ
の
も
の
を
批
評
の
對
象
と
し
て
選
び
す
ぎ
た
こ
と
」
に
対
し
、「
我
々
は
作
家
よ
り
も
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作
品
を
え
ら
び
、
文
體
に
滲
む
作
家
の
形
而
上
的
思
想
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
」
と
振

り
返
っ
て
い
る
。

世
の
注
目
を
集
め
た
「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
の
旗
の
下
に
」
の
連
載
で
は
あ
っ
た

が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
理
論
が
先
行
し
、
批
評
の
具
体
的
な
方
法
の
提
示
は
弱
か
っ

た
。
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
現
れ
て
き
た
の
が
、〈
芸
術
交
流
体
〉
の
観
点
の
導
入

で
あ
る
。「
芸
術
交
流
体
に
つ
い
（
（1
（
て
」（
昭
32
（
一
九
五
七
）・
5
）
で
は
、〈
芸
術
交
流
体
〉

に
関
し
て
、「
い
か
な
る
芸
術
家
と
い
え
ど
も
」「
彼
独
り
で
芸
術
作
品
を
創
り
え
た
こ

と
は
な
」
く
、「
芸
術
的
な
流
れ
と
い
う
縦
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、
彼
以
前
の
芸
術

作
品
に
よ
っ
て
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
影
響
を
肯
定
す
る
に
せ
よ
、
否
定
す
る
に
せ

よ
、
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
時
代
と
い
う
横
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
は

同
時
代
の
芸
術
家
と
共
通
し
た
状
シ
テ
ユ
ア
シ
オ
ン
況
を
持
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
芸
術
作
品
の

創
造
を
考
え
る
場
合
」、「
こ
の
二
つ
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
説
明

し
て
い
る
。
そ
れ
は
先
に
引
用
し
た
「
新
し
い
批
評
の
た
め
に
」
で
既
に
、
次
の
様
に

示
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
人
の
作
家
の
作
品
と
彼
が
う
け
た
芸
術
体
験
（
人
生
体
験
で
は
な
い
）
の
歴
史
の
関
係

を
調
べ
る
よ
う
な
作
家
論
を
私
は
今
年
、
ゼ
ヒ
書
い
て
み
た
い
。
た
と
え
ば
そ
の
時
、
私

は
彼
の
文
体
が
実
は
彼
が
創
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
が
影
響
を
う
け
た
前
時
代
の
あ
る

優
れ
た
作
品
の
文
体
と
ど
の
よ
う
な
交
流
、
抵
抗
が
あ
る
か
を
分
析
し
た
い
の
で
あ
る
。

／
こ
の
方
法
は
共
通
し
た
芸
術
観
や
共
同
体
を
も
た
な
い
現
代
の
批
評
方
法
を
救
う
と
ま

で
は
断
言
し
な
い
け
れ
ど
も
少
な
く
と
も
そ
の
欠
陥
を
是
正
し
え
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
方
法
は
一
人
の
作
家
を
全
く
芸
術
的
な
伝
統
や
精
神
的
地
盤
か
ら
切
り

離
し
て
論
じ
て
い
る
従
来
の
作
家
論
を
超
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
〈
芸
術
交
流
体
〉
に
軸
を
お
い
た
批
評
の
提
唱
は
、
そ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

共
同
提
唱
「
現
代
文
学
の
衰
頽
を
破
る
た
め
に
―
―
新
し
い
文
学
史
へ
の
提
（
（1
（
唱
―
―
」

（
昭
32
（
一
九
五
七
）・
7
）
で
も
、「
不
当
に
低
い
地
位
し
か
与
え
」
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
作
家
の
「
想
像
力
を
と
ら
え
直
す
こ
と
を
と
く
に
強
調
し
」、
そ
の
想
像
力
が
い
か

に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、「
作
品
を
構
造

0

0

論
的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
重
要
性
」
も
指
摘

し
、
個
々
の
作
品
の
「
構
造
」
は
「
た
ん
に
個
人
的
な
表
現
衝
動
で
は
な
」
く
、「
明

確
な
「
構
造
」
へ
と
築
き
上
げ
ら
れ
た
想
像
力
の
所
産
は
、
そ
の
ま
ま
孤
立
し
合
う
こ

と
は
な
い
。
互
い
に
呼
び
応
え
あ
っ
て
、
様
式
や
伝
統
と
は
い
わ
ぬ
ま
で
も
、
文
学
的

な
持
続
、
つ
ま
り
は
交
流
を
形
作
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
文
学
と
想
像
力
」（
昭

32
（
一
九
五
七
）・
10
）、「
新
し
い
批
評
の
基
準
を
」（
昭
33
（
一
九
五
八
）・
1
）
で
も
同

様
の
主
張
が
な
さ
れ
、
時
経
た
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
も
そ
の
主
張
の
継
続

が
う
か
が
え
る
。「
読
売
新
聞
」
夕
刊
に
連
載
し
て
い
た
「
発
射
塔
」
の
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）
六
月
二
十
七
日
付
に
、
佐
伯
彰
一
、
奥
野
健
男
、
村
松
剛
の
座
談
会

「
新
作
家
論
、
十
二
ケ
月
」（「
文
學
界
」
で
連
載
）
に
対
す
る
要
望
と
し
て
提
示
さ
れ
て

い
る
し
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
三
月
二
十
日
付
「
発
射
塔
」
で
も
、
か
つ
て

「
群
像
」
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
「
小
説
家
は
批
評
家
に
な
に
を
望
む
か
」
に
対
す
る
自

身
の
「
文
学
の
共
同
体
の
な
が
れ
に
秩
序
を
あ
た
え
る
仕
事
も
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

回
答
を
振
り
返
り
、「
も
ち
ろ
ん
、
今
も
っ
て
そ
の
考
え
は
変
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
（
（1
（
る
。

こ
う
し
た
作
家
よ
り
も
作
品
に
力
点
を
置
い
た
批
評
を
望
む
姿
勢
は
、
批
評
家
に

「
小
説
の
方
法
論
と
い
う
も
の
を
立
て
（
（1
（
て
」
ほ
し
い
、
作
中
人
物
の
描
き
方
に
つ
い
て

「
評
論
家
の
方
た
ち
が
」「
考
え
て
下
さ
る
と
、
大
変
う
れ
し
（
（1
（
い
」、
さ
ら
に
作
家
と
し

て
批
評
家
は
「
優
れ
た
鑑
賞
（
（1
（
家
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
技
術
的
な
こ
と
を
若
い
作
家

に
提
示
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
な
っ
て
い
く
。

以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
る
と
、『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
は
遠
藤
の
力
説
す
る
、
ま

さ
に
、「
そ
の
作
家
の
人
生
に
お
け
る
芸
術
的
体
験
や
影
響
を
考
慮
す
る
批
評
方
法
」、
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つ
ま
り
「
作
家
の
人
生
を
そ
の
作
品
価
値
と
の
関
係
で
考
察
す
る
批
評
な
ら
ば
肯
定
す

る
」（「
芸
術
の
基
準
」）
と
い
う
姿
勢
と
、
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
資
料
を
提
供
し
て
い

る
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
遠
藤
が
盛
ん
に
主
張
を
唱
え
て
い
た
の
が
昭
和

三
十
一
、
二
年
（
一
九
五
六
、
七
）
で
あ
り
、『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
の
創
刊
（
昭

31
・
1
）
お
よ
び
、
菊
池
寛
賞
受
賞
（
昭
33
）
も
ち
ょ
う
ど
同
時
期
で
あ
っ
た
。
作
家

の
全
体
像
を
可
能
な
限
り
掘
り
起
こ
す
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
は
、
遠
藤
の
求
め
る

批
評
の
あ
り
方
と
そ
の
方
向
性
が
対
立
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
ま
で
重
な
る

位
置
づ
け
に
あ
っ
た
の
で
あ
（
（1
（
る
。

し
か
し
、
ま
だ
解
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
私
の
日
記
」
の
発
表
が
昭
和

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
と
、
盛
ん
に
新
し
い
批
評
を
提
唱
し
て
い
た
時
期
よ
り
ず
っ

と
後
に
な
っ
て
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
昭
和
女
子
大
学
は
五
年
以
上
も
経
っ
て
、

改
め
て
揶
揄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
得
る
の
は
、
昭
和
三
十
六
、
七
年

（
一
九
六
一
、
二
）
の
「
純
文
学
論
争
」
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
遠
藤
は
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
に
肺
結
核
の
再
発
に
よ
り
入
院
、
三
度
の
手
術
を
経
て
三
十
七
年
（
一
九

六
二
）
五
月
に
退
院
し
た
が
、
退
院
の
年
も
自
宅
療
養
生
活
を
送
っ
た
。
自
身
は
公
の

場
に
立
つ
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
傍
観
者
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
間
に
起
こ
っ
た
論
争

で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
五
月
十
六
日
付
「
発
射
塔
」
に
は
、
白
井

健
三
郎
「
文
学
論
争
は
文
学
で
は
な
い
」（「
週
刊
読
書
人
」
掲
載
）
を
取
り
上
げ
、

氏
は
ち
か
ご
ろ
の
論
争
は
文
学
の
問
題
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
文
壇
政
治
の
問
題

と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
か
事
情
に
通
じ
て
い
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
を
戒

め
て
い
る
が
、
同
感
だ
。／
例
の
純
文
学
論
争
も
焦
点
が
次
第
に
ア
イ
マ
イ
に
な
っ
て
き

て
、
読
む
が
わ
で
は
ま
と
め
に
く
く
な
っ
て
く
る
し
、
そ
れ
に
妙
な
か
ん
ぐ
り
な
ど
を
匿

名
批
評
な
ど
で
書
か
れ
る
と
読
者
も
当
惑
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
の
「
発
射
塔
」
で
折
に
触
れ
て
は
、
以

前
提
唱
し
て
い
た
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
や
、〈
芸
術
交
流
体
〉
の
観
点
か
ら
の
批
評

へ
の
期
待
を
書
い
て
い
く
わ
け
で
あ
る
（
先
述
）。
遠
藤
が
「
発
射
塔
」
で
回
想
し
た

「
批
評
家
に
望
む
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
〈
芸
術
交
流
体
〉
に
秩
序
を
与
え
る
こ
と
を
書

い
た
の
も
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
遠
藤
か
ら
見
て
、
日

本
の
文
壇
は
、
以
前
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
不
満
が
昭
和

女
子
大
学
の
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
に
対
す
る
不
満
と
し
て
、
か
つ
て
共
に
〈
芸
術

交
流
体
〉
の
重
要
性
を
提
唱
し
た
江
藤
（
（2
（
淳
を
相
手
に
洩
れ
出
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

「
私
の
日
記
」
は
遠
藤
の
文
学
批
評
に
対
す
る
毅
然
と
し
た
姿
勢
と
、
変
わ
ら
ぬ
文

壇
へ
の
い
ら
だ
ち
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

昭
和
女
子
大
学
を
揶
揄
し
た
遠
藤
は
、
十
八
年
後
に
そ
の
大
学
の
学
生
た
ち
に
向
け

て
講
演
を
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
何
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

遠
藤
が
登
壇
し
た
昭
和
女
子
大
学
の
女
性
教
養
講
座
と
は
、「
学
問
の
分
野
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
広
い
領
域
で
活
躍
し
て
い
る
著
名
な
人
を
選
び
、「
女
性
の
心
を
育
む
」
こ

と
を
目
的
と
し
た
講
（
（2
（
演
」
で
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
、
つ
ま
り
昭
和
五
十
七
年
の
年
度
当
初
、
遠
藤

は
「
聖
書
の
中
の
女
性
」
と
題
し
て
講
演
す
る
予
定
で
あ
っ
（
（2
（
た
。
し
か
し
、
そ
の
十
月

に
は
タ
イ
ト
ル
を
「
私
の
文
学
と
人
生
」
に
変
更
し
て
い
（
（2
（
る
。

当
初
の
講
演
タ
イ
ト
ル
「
聖
書
の
中
の
女
性
」
か
ら
は
、
か
つ
て
「
婦
人
画
報
」
に

連
載
さ
れ
た
「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
（
（2
（
ち
」、
お
よ
び
「
毎
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た

「
聖
書
の
中
の
女
（
（2
（
性
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
こ
の
両
者
は
異
な
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
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い
ず
れ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
（
長
血
を
患
っ
た
女
、
娼
婦
、

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
、
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
、
聖
母
マ
リ
ア
等
）
を
順
に
取
り
上

げ
て
、
こ
れ
ら
の
女
性
の
苦
し
み
や
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、
愛
を
与
え
る
イ
エ
ス
の
姿

を
描
き
出
し
て
い
く
作
品
で
あ
る
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
を
元
に
し
た
講
演
は
、
女
子
大

学
で
語
る
に
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
大
学
で
は
な
い
昭
和
女
子
大
学

の
学
生
に
と
っ
て
は
、
や
や
聴
き
に
く
い
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
遠
藤
は
講
演
タ
イ
ト
ル
を
「
私
の
文
学
と
人
生
」
に
改
め
、
十
月
二
十
二
日

に
登
壇
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
録
音
テ
ー
プ
が
見
つ
か
ら
ず
、
講
演
自
体
を
聴
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
講
師
の
了
承
が
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
要
旨
が
女
性

教
養
講
座
講
演
集
『
女
性
文
化
』（
昭
和
女
子
大
学
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
遠
藤
の

講
演
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
手
が
か
り
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

大
学
発
行
の
新
聞
「
昭
和
学
（
（2
（
報
」
に
学
生
の
書
い
た
感
想
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
お
お

よ
そ
の
講
演
内
容
が
知
れ
る
。
以
下
、
全
文
を
紹
介
す
る
。

「
女
性
教
養
講
座
を
聴
く 

遠
藤
周
作
氏
（
作
家
）「
私
の
文
学
と
人
生
」 
真
実
の
踏
み
絵
」

長
崎
に
旅
行
し
、
そ
こ
で
黒
ず
ん
だ
踏
み
絵
の
銅
板
を
見
た
遠
藤
氏
は
、
踏
ま
ず
に
殉
死

し
た
者
よ
り
も
、
踏
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
者
へ
の
興
味
を
抱
か
れ
た
そ
う
で
す
。

栄
光
の
死
を
選
ぶ
者
よ
り
も
、
つ
き
上
げ
る
も
の
を
押
し
殺
し
て
踏
み
絵
を
踏
ん
だ
者
の

方
が
、
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
数
は
多
い
は
ず
な
の
に
、
後
者
は
、
あ
え
て
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
、
歴
史
や
政
治
に
か
え
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
一
人
の
小
さ
な
人

間
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
事
が
で
き
る
の
は
、
文
学
で
あ
る
と
い
う
の
が
遠
藤
氏
の
考

え
で
し
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
踏
み
絵
を
踏
ん
だ
男
が
い
た
、
あ
る
い
は
自
分
が
黒
ず
ん

だ
踏
み
絵
を
見
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
の
選
択
を
迫
ら
れ
る

『
踏
み
絵
』
の
問
題
へ
と
つ
き
つ
め
て
い
く
の
が
、
事
実
を
真
実
へ
と
変
え
る
事
で
あ
る

と
い
う
お
話
で
し
た
。
ご
自
身
の
生
活
を
事
実
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る

遠
藤
氏
だ
か
ら
こ
そ
、
冗
談
と
し
て
語
ら
れ
た
「
ニ
セ
日
記
」
の
発
想
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。／
私
は
こ
の
講
演
を
聴
い
た
後
、
私
自
身
は
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
『
踏
み
絵
』

を
踏
ん
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
日
文
二
Ｂ　

田
中
恭
子
）

こ
こ
で
、
遠
藤
は
「
私
の
日
記
」
同
様
、
再
び
「
ニ
セ
日
記
」
の
話
を
し
た
よ
う
で
あ

る
。
十
八
年
経
過
し
て
も
依
然
と
し
て
、
同
じ
シ
ニ
カ
ル
な
見
解
を
抱
き
続
け
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
昭
和
女
子
大
学
の
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
は
こ
の
間
も
継
続
し
て
刊

行
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
、
耳
に
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
目
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
も
う
一
つ
、
偶
然
が
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
は
、「
私
の
日
記
」
が
所
収
さ
れ
た
『
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
』（
昭
58
（
一

九
八
三
）・
8
、
小
学
館
）
の
刊
行
で
あ
る
。
昭
和
女
子
大
学
で
の
講
演
が
昭
和
五
十
七

年
（
一
九
八
二
）
十
月
、
こ
の
本
の
刊
行
が
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
八
月
と
近
い
。

校
正
等
、
書
籍
の
刊
行
準
備
で
「
私
の
日
記
」
を
改
め
て
読
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

講
演
タ
イ
ト
ル
と
中
身
を
変
更
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
田
中
さ
ん
の
感
想
か
ら
は

「
ニ
セ
日
記
」
の
話
に
昭
和
女
子
大
学
へ
の
揶
揄
を
交
え
た
か
否
か
は
読
み
取
れ
な
い

が
、
講
演
の
十
か
月
後
に
は
、
揶
揄
を
含
ん
だ
作
品
を
掲
載
し
た
書
籍
を
出
版
す
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
遠
藤
は
ま
た
も
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冒
（
（2
（
険
を
し
た
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
あ
え
て
、
こ
の
講
演
で
「
ニ
セ
日
記
」
を
話
題
に
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
解
く
鍵
と
し
て
、
遠
藤
の
日
記
観
の
変
化
を
挙
げ
た
い
。
ま
ず
、
昭
和
三
十

九
年
（
一
九
六
四
）「
私
の
日
記
」
内
で
は
、
向
う
の
国
の
作
家
は
現
在
書
い
て
い
る
小
説

の
下
書
き
ま
で
附
け
く
わ
え
て
、
よ
く
日
記
を
発
表
す
る
が
、
興
味
を
引
か
れ
る
の
は
、
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友
人
作
家
と
の
交
流
や
、
見
た
夢
な
ど
で
作
家
自
身
の
作
品
の
秘
密
を
解
き
明
か
し
て

く
れ
る
鍵
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
日
記
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
し
た
後
で
、
永
井
荷
風
の
日
記
に
つ
い
て
次
の
様
に
語
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
は
荷
風
の
日
記
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
言
う
人
も
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
し

か
し
、
荷
風
の
日
記
は
河
盛
好
蔵
氏
の
い
う
「
創
作
説
」
に
私
は
賛
成
で
あ
る
。
あ
れ
は

日
記
と
い
う
よ
り
、
荷
風
が
創
作
し
た
作
品
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
東
都
書
房
版
や

中
央
公
論
社
版
よ
り
、
更
に
原
典
に
ち
か
い
と
い
う
岩
波
版
を
み
て
も
、
こ
の
考
え
は
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
日
記
は
、
荷
風
創
作
の
秘
密
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
あ
て
る
箇
所
は
あ
ま
り
な
い
し
、
ほ
と
ん
ど
他
の
作
家
と
交
わ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
彼
の
日
記
に
は
、
他
の
文
学
者
と
の
対
話
の
面
白
さ
が
存
在
し
な
い
。

こ
こ
に
は
遠
藤
の
求
め
る
批
評
に
沿
っ
た
も
の
、
つ
ま
り
作
者
自
身
の
人
生
体
験
で
な

く
、
作
品
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
、〈
芸
術
交
流
体
〉
を
探
る
一
助
と
し
て
日
記
を

読
む
姿
勢
が
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
四
年
八
か
月
後
に
発
表
さ
れ
た

「
永
井
荷
風
―
―
そ
の
宿
命
の
軌
（
（2
（
跡
―
―
」（「
文
學
界
」
昭
43
（
一
九
六
八
）・
10
、
12
）

に
は
荷
風
の
日
記
の
「
創
作
」
に
別
の
意
味
合
い
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
荷
風
論
に

お
い
て
遠
藤
は
、
荷
風
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
と
堀
辰
雄
の
『
雉
子
日
記
』
を
並
べ
、
二

つ
が
共
通
す
る
の
は
「
美
化
さ
れ
た
（
読
者
の
要
求
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ
う
な
）

「
私
」
を
あ
た
か
も
本
当
の
「
私
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
計
算
し
て
書
い
て
あ
る
」
点

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。『
断
腸
亭
日
乗
』
は
「
真
実
の
「
余
」
と
日
記
の
「
余
」
と
に

は
荷
風
愛
好
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
う
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
作
為
の
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

こ
れ
が
、
日
記
で
は
な
く
一
種
の
長
編
小
説
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
の
だ
」（
傍
線
引

用
者
）
と
し
、
具
体
的
に
は
「
こ
れ
ら
の
日
記
の
主
人
公
は
、
同
じ
情
緒
の
時
間
の
上

に
い
つ
も
生
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
情
緒
や
雰
囲
気
を
こ
わ
す
よ
う
な
も
の
は
、

（
現
実
生
活
で
は
当
然
、
起
る
べ
き
で
あ
る
の
に
）
い
っ
さ
い
排
除
さ
れ
、
従
っ
て
主

人
公
は
決
し
て
分
裂
も
し
な
い
」。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
読
ま
せ
る
た
め
の
デ
フ
ォ

ル
マ
シ
オ
ン
」
の
目
的
は
「
悲
哀
の
美
を
「
余
」
に
与
え
る
た
め
」、
別
の
言
い
方
を

す
れ
ば
、「
悲
哀
と
い
う
美
意
識
に
だ
け
身
を
賭
け
て
い
る
」
主
人
公
「
余
」
を
多
く

の
荷
風
フ
ァ
ン
に
「
荷
風
自
身
と
同
一
視
」
さ
せ
る
た
め
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
こ
に
現
れ
た
「
真
実
の
「
余
」」
は
看
過
で
き
な
い
。
遠
藤
は
荷
風
の
『
断
腸
亭

日
乗
』
を
「
事
実
」
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
彼
の
文
学
的
「
真
実
」
が
追
求
さ
れ
て
い

る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
事
実
」
と
「
真
実
」
の
区
別
は
「
沈
黙
」（
昭
41
（
一
九
六
六
））
発
表
以
後
、

聖
書
研
究
を
本
格
的
に
始
め
る
の
に
伴
い
、
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
概
念
で
あ
る
。「
現
代
日
本
文
学
に
対
す
る
私
の
不
満
―
―
聖
書
の
作
家
た
ち
か
ら

―
（
（2
（
―
」
で
は
、
聖
書
の
「
架
空
な
夢
物
語
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

「
事
実
」
で
は
な
く
て
も
人
間
の
心
に
と
っ
て
は
「
真
実
」
で
あ
り
、「
魂
の
渇
望
」
が

そ
れ
を
求
め
る
の
だ
と
し
、
ま
た
「
人
間
の
心
、
こ
の
テ
ル
の
ご
と
き
も
（
（3
（
の
」
で
も
同

様
の
指
摘
を
繰
り
返
し
、「
事
実
」
で
は
な
く
「
真
実
」
を
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
が
文

学
な
の
だ
、
と
の
主
張
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
年
代
の
遠
藤
の
特
徴
と
し
て
、
こ
う
し
た
心
の
奥
、
魂
の
次
元
を
追
い

求
め
て
い
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
秘
密
」
の
言
及
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
正
宗
白
鳥
の
文
章
に
引
用
さ
れ
た
「
打
ち
あ
け
る
よ
り
は
む
し
ろ
死
を
選
ぶ
よ

う
な
秘
（
（3
（
密
」
を
問
題
に
据
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
関
心
―
―
「
事
実
」

と
「
真
実
」、「
秘
密
」
か
ら
は
、
表
面
だ
け
見
た
人
間
把
握
の
不
可
能
性
が
強
く
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
人
間
の
心
の
「
真
実
」
を
追
求
し
得
る
文
学
、
お
よ
び

文
学
研
究
の
力
と
そ
れ
に
対
す
る
期
待
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
（
（3
（
る
。

こ
こ
で
改
め
て
、
田
中
さ
ん
が
書
い
た
遠
藤
の
講
演
の
感
想
を
振
り
返
る
と
、「
か
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つ
て
踏
み
絵
を
踏
ん
だ
男
が
い
た
、
あ
る
い
は
自
分
が
黒
ず
ん
だ
踏
み
絵
を
見
た
と
い

う
経
験
か
ら
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
『
踏
み
絵
』
の
問
題
へ

と
つ
き
つ
め
て
い
く
の
が
、
事
実
を
真
実
へ
と
変
え
る
事
で
あ
る
と
い
う
お
話
で
し

た
」
と
あ
っ
た
。
遠
藤
は
、
お
そ
ら
く
踏
み
絵
を
踏
ん
だ
と
い
う
「
事
実
」
の
み
に
着

目
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
の
奧
に
秘
め
ら
れ
た
人
間
の
魂
の
次
元
に
ま
で
迫
り
、

「
真
実
」
を
追
求
せ
よ
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。「
ニ
セ
日
記
」
の
話

を
し
た
こ
と
も
、『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
で
「
事
実
」
を
徹
底
的
に
収
集
し
て
い
（
（3
（
た

昭
和
女
子
大
学
の
学
生
た
ち
へ
の
期
待
を
こ
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
田
中
さ
ん
の
感
想
の
「
ご
自
身
の
生
活
を
事
実
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
に
過
ぎ

な
い
と
考
え
る
遠
藤
氏
だ
か
ら
こ
そ
、
冗
談
と
し
て
語
ら
れ
た
「
ニ
セ
日
記
」
の
発
想

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
に
付
言
し
て
お
く
。
遠
藤
が
明
瞭
に
分
け
て
用
い
た
言

葉
に
「
生
活
」
と
「
人
生
」
が
あ
（
（3
（
る
。
先
に
、
講
演
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
可
能
性
を
探

っ
た
『
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
』
に
も
、
巻
頭
の
遠
藤
自
身
の
「
口
上
」
に
そ
れ
が
う

か
が
え
る
。

　

口
上

　

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
人
生
と
生
活
と
を
区
別
す
る
と
、
私
は
人
生
に
好
奇
心
も

あ
る
と
同
時
に
、
生
活
に
も
好
奇
心
を
捨
て
ら
れ
ぬ
男
で
あ
る
。「
人
生
と
は
何
か
」
と

い
う
好
奇
心
か
ら
私
は
文
学
を
え
ら
ん
だ
。
そ
し
て
小
説
家
に
な
っ
た
。
宗
教
や
文
学
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。／
し
か
し
、
人
生
に
好
奇
心
の
あ
る
人
は
お
お
む
ね
生
活
に
好

奇
心
を
抱
か
な
い
。
あ
る
い
は
抱
く
こ
と
を
恥
と
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
さ
い
わ
い

私
の
場
合
は
生
活
の
ど
ん
な
こ
と
で
も
好
奇
心
の
疼
き
が
わ
く
ほ
う
で
、
東
に
夫
婦
喧
嘩

あ
れ
ば
飛
ん
で
い
っ
て
見
物
し
、
西
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
と
ん
で
来
た
と
聞
く
と
、
そ
の
目
撃
者

に
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
。／
遠
藤
周
作
を
も
し
人
生
に
好
奇
心
を
抱
く
男
の
名

と
す
れ
ば
、
狐
狸
庵
は
さ
し
ず
め
生
活
に
好
奇
心
を
も
つ
男
の
名
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の

名
が
矛
盾
せ
ず
私
の
顔
に
ペ
タ
リ
と
は
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。／
よ
っ
て
『
よ
く
学
び
、

よ
く
遊
び
』
と
い
う
こ
の
題
を
こ
の
本
に
つ
け
た
理
由
が
わ
か
っ
て
頂
け
た
と
思
う
。

�

遠
藤
周
作

「
人
生
」
に
も
「
生
活
」
に
も
両
方
に
好
奇
心
を
抱
く
遠
藤
で
あ
る
が
、「
生
活
」
は
魂

の
次
元
の
深
さ
に
達
す
る
こ
と
の
な
い
、「
事
実
」
の
集
積
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
「
生

活
」
の
レ
ベ
ル
で
は
「
ニ
セ
日
記
」
を
書
い
て
も
何
ら
痛
痒
を
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。

「
ニ
セ
日
記
」
の
冗
談
に
は
、
作
家
の
調
査
を
徹
底
的
に
行
っ
て
き
た
昭
和
女
子
大

学
の
学
生
相
手
だ
か
ら
こ
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
作
家

の
表
面
的
な
「
生
活
」「
事
実
」
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
よ
し
と
せ
ず
、
作
家
の
「
人

生
」「
真
実
」
を
追
い
か
け
よ
、
そ
れ
が
文
学
で
あ
り
、
文
学
研
究
な
の
だ
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

四

昭
和
女
子
大
学
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
主
と
し
て
昭
和
三
十
年
代
と
四
十
年
代
の

遠
藤
の
文
学
、
文
学
批
評
に
対
す
る
姿
勢
お
よ
び
、「
事
実
」
と
「
真
実
」、「
生
活
」

と
「
人
生
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
た
遠
藤
の
講
演
に
触
れ
た
学
生
の
感
想
文
か

ら
、
昭
和
女
子
大
学
学
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
推
定
し
た
。
遠
藤
の
真
意
は
何
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
学
で
は
講
演
後
、
講
師
に
自
筆
サ
イ
ン
を
残
す
こ
と
を
依
頼

し
て
い
る
。
が
、
遠
藤
の
サ
イ
ン
は
「
遠
藤
周
作
」
の
署
名
の
み
で
あ
り
、
何
ら
の
手

が
か
り
も
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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注
（
1
）「
私
の
日
記
」（「
新
潮
」
61-

2
号
、
昭
39
（
一
九
六
四
）・
2
、
の
ち
に
『
よ
く
学
び
、

よ
く
遊
び
』
昭
58
（
一
九
八
三
）・
8
、
小
学
館
、
お
よ
び
昭
62
（
一
九
八
七
）・
1
、

集
英
社
文
庫
に
所
収
）。

（
2
）
こ
の
け
じ
め
に
つ
い
て
は
、「
読
売
新
聞
」
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
遠
藤
の
エ
ッ
セ
イ
「
発

射
塔
」
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
七
月
十
一
日
の
、
壺
井
繁
治
の
抗
議
に
対
す
る

回
答
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
新
日
本
文
学
」
誌
上
で
私
的
な
や
り
と
り
（
私
生

活
の
暴
露
と
そ
れ
に
対
す
る
抗
議
）
を
し
た
浜
田
知
章
と
壺
井
繁
治
、
さ
ら
に
そ
れ
を

掲
載
し
た
「
新
日
本
文
学
」
の
三
者
に
対
し
て
遠
藤
が
浜
田
の
「
書
き
か
た
は
一
種
の

エ
ゲ
ツ
な
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
や
っ
き

0

0

0

に
な
っ
て
そ
れ
に
抗
議
す
る
人

に
も
エ
ゲ
ツ
な
さ
を
お
ぼ
え
る
。
い
や
そ
れ
よ
り
も
「
新
日
本
文
学
」
と
も
あ
ろ
う
雑

誌
が
こ
う
い
う
私
的
な
や
り
と
り
に
貴
重
な
誌
面
を
さ
い
た
の
が
理
解
で
き
な
い
の
だ
」 

と
評
し
（「
発
射
塔
」
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
6
月
6
日
付
）、
そ
れ
を
読
ん
で

憤
慨
し
た
壺
井
の
抗
議
（「〝
エ
ゲ
ツ
な
さ
〟「
発
射
塔
」
遠
藤
氏
に
答
え
て
」（「
読
売
新

聞
」
夕
刊
、
6
月
15
日
付
）
へ
の
回
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
遠
藤
は
再
度
、
三
者
に
対
し

て
「
え
げ
つ
な
い
」
と
思
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
壺
井
に
向
け
て
文
芸
雑
誌
は

「
文
学
や
思
想
の
論
争
の
た
め
に
あ
る
な
ら
よ
ろ
し
い
が
」「
個
人
的
な
や
り
と
り

0

0

0

0

の
た

め
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
あ
な
た
が
そ
の
点
を
お
考
え
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
か
」

と
結
ん
で
い
る
。「
発
射
塔
」
引
用
は
『
遠
藤
周
作
全
日
記
』
下
巻
1962
―
1993
（
平
30
（
二

〇
一
八
）・
5
、
河
出
書
房
新
社
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
3
）「
世
に
出
る
ま
で
」（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
1

巻
、
昭
31
（
一
九
五
六
）・
1
、
光
葉
会
）

（
4
）
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書　

諸
家
の
批
評
』（
昭
35
（
一

九
六
〇
）・
9
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
。
な
お
、
奥
付
に
発
行
年
月
な
し
。「
序
に
か

昭和女子大学女性教養講座（1982.10.22）　講師自筆サイン　遠藤周作
� （昭和女子大学 人見記念講堂 所蔵）
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え
て
」
の
日
付
を
記
し
た
）
に
は
、「
刊
行
に
先
だ
ち
、
そ
の
か
ど
で
を
祝
す
る
言
葉
を

学
界
、
文
壇
、
教
育
界
な
ど
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
」
と
し
て
津
田
左
右
吉
ほ
か
六

十
八
氏
の
餞
の
言
葉
と
、
新
聞
各
紙
の
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
別
巻
（
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
10
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化

研
究
所
）

（
6
）「
朝
日
新
聞
」（
昭
33
（
一
九
五
八
）・
2
・
19
）

（
7
）（
5
）
に
同
じ
。

（
8
）
発
言
者
名
を
明
示
し
た
座
談
会
形
式
で
は
な
く
、
共
同
執
筆
・
共
同
提
唱
の
形
を
取
っ

て
い
る
。

（
9
）「
芸
術
の
基
準
」（「
新
日
本
文
学
」
昭
31
（
一
九
五
六
）・
11
、
後
に
『
遠
藤
周
作
文
学

全
集
』
12
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
4
、
新
潮
社
に
所
収
）

（
10
）「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
批
評
の
旗
の
下
に
1　

わ
れ
ら
の
風
土
を
越
え
て
」（「
文
學
界
」
昭

30
（
一
九
五
五
）・
4
）

（
11
）「
新
し
い
批
評
の
た
め
に
」（「
読
売
新
聞
」
夕
刊　

昭
32
（
一
九
五
七
）・
1
・
8
）

（
12
）（
10
）
に
同
じ
。

（
13
）「
芸
術
交
流
体
に
つ
い
て
」（「
文
学
」
昭
32
（
一
九
五
七
）・
5　

の
ち
に
『
遠
藤
周
作

文
学
全
集
』
12
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
4
、
新
潮
社
に
所
収
）

（
14
）「
現
代
文
学
の
衰
頽
を
破
る
た
め
に
―
―
新
し
い
文
学
史
へ
の
提
唱
―
―
」（「
総
合
」
3

号
、
昭
32
（
一
九
五
七
）・
7
）

（
15
）
山
本
健
吉
「
★
ア
ン
ケ
ー
ト　

批
評
家
に
望
む　

回
答
三
十
四
氏
」（「
群
像
」
17-

7
号
、

昭
37
（
一
九
六
二
）・
7
）
で
、
遠
藤
は
「
あ
た
ら
し
い
文
學
史
を
」
と
題
し
、
次
の
様

に
回
答
し
て
い
る
。

　
　

 　
　

�

自
分
と
全
く
異
質
な
作
品
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
作
家
に
も
ふ
か
く
知
る

に
つ
け
思
い
も
か
け
ず
自
分
と
共
通
し
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
私
は
し
ば
し
ば
氣

づ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
共
通
し
た
も
の
は
ど
こ
か
ら
來
て
い
る
か
と
考
え
る
と

こ
れ
は
興
味
ぶ
か
い
が
、
そ
れ
は
世
代
が
一
緖
で
あ
る
と
か
、
同
じ
文
學
グ
ル
ー

プ
に
屬
し
て
い
た
と
か
言
う
た
め
で
は
な
く
、
も
つ
と
別
な
も
の
に
よ
る
の
で
あ

る
。（
た
と
え
ば
前
時
代
の
作
家
か
ら
う
け
た
影
響
や
そ
れ
か
ら
の
脫
皮
の
し
か
た

な
ど
…
…
）／
だ
か
ら
現
代
の
文
學
史
の
う
ち
世
代
や
文
學
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
ま
と

め
た
り
區
別
け
し
た
り
す
る
文
學
史
に
私
は
い
つ
も
不
滿
を
も
つ
て
き
た
、
そ
れ

ら
は
文
學
史
と
い
う
よ
り
は
文
壇
史
に
す
ぎ
な
い
。
今
日
の
作
家
間
の
文
學
的
に

共
通
し
た
も
の
、
文
學
的
に
關
係
し
た
も
の
を
前
の
時
代
と
の
結
び
つ
き
か
ら
見

つ
け
、
秩
序
を
あ
た
え
る
よ
う
な
文
學
史
を
批
評
家
が
書
い
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
16
）「
座
談
会　
『
近
代
文
學
』
の
功
罪
―
―
戰
後
派
文
学
と
第
三
の
新
人
―
―
」（「
三
田
文

学
」
昭
29
（
一
九
五
四
）・
3
）

（
17
）「
若
い
作
家
の
疑
問
―
―
作
中
人
物
の
描
き
方
に
つ
い
て
―
―
」（「
朝
日
新
聞
」
昭
31

（
一
九
五
六
）・
5
・
26
、
の
ち
に
『
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
』
昭
62
（
一
九
八
七
）・
1
、

集
英
社
文
庫
に
所
収
）。
そ
の
趣
旨
は
「
作
中
人
物
の
心
理
を
分
析
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
」

「
一
つ
の
行
動
の
背
後
に
も
様
々
の
情
念
や
複
雑
な
心
理
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
て
」
断
言

で
き
な
い
上
、
そ
の
「
複
雑
な
心
理
の
背
後
に
、
無
意
識
の
領
域
や
外
部
社
会
の
影
響

さ
え
考
え
て
し
ま
」
う
ゆ
え
、「
総
合
的
に
描
こ
う
」「
全
体
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
心
理
分
析
を
棄
て
ね
ば
な
ら
ぬ
羽
目
に
な
」
り
、
結
局
は
「
た
だ
主
語
と
動
詞

だ
け
で
、
つ
ま
り
作
中
人
物
の
外
部
現
象
し
か
描
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
」
か
ら
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
で
あ
る
。

（
18
）「
技
術
批
評
の
必
要
―
―
奥
野
、
村
松
氏
の
論
争
を
作
家
の
立
場
か
ら
」（「
読
売
新
聞
」

夕
刊　

昭
32
（
一
九
五
七
）・
7
・
5
）
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（
19
）
た
だ
、
こ
れ
は
遠
藤
の
思
い
込
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
人
見
圓
吉

は
「
世
に
出
る
ま
で
」
で
編
集
方
針
を
説
明
し
て
い
る
が
、『
叢
書
』
が
「
一
見
文
学
の

範
疇
外
の
業
績
を
も
取
り
扱
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
」
る
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
当

時
の
文
学
観
に
従
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

　
　

 　
　

�（
前
略
）
そ
の
時
代
の
文
学
は
そ
の
時
代
の
文
化
水
準
を
な
が
め
な
が
ら
取
扱
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
そ
の
時
代
々
々
の
文
学
に
功
績
の
あ
っ
た
人
は
な
る
丈
け

広
く
と
り
あ
げ
た
。
そ
こ
で
立
志
伝
と
も
見
ら
れ
る
そ
の
人
々
の
生
涯
を
伝
え
な

が
ら
作
品
と
の
連
関
性
を
た
ず
ね
、
次
い
で
時
代
と
云
う
基
盤
の
上
に
盛
り
上
っ

た
作
品
の
位
置
を
し
ら
べ
な
が
ら
そ
れ
等
が
如
何
に
愛
護
さ
れ
、
保
存
さ
れ
つ
ゝ

あ
る
か
の
現
状
を
も
併
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
、
横
か
ら
み
れ
ば
そ
の
個
々
は
近
代

文
学
発
達
の
断
層
で
も
あ
り
、
年
輪
と
も
見
え
よ
う
し
、
縦
か
ら
す
れ
ば
八
十
年

を
貫
く
近
代
精
神
の
奔
流
で
も
あ
れ
ば
、
文
学
日
本
の
近
代
的
交
響
楽
も
聞
き
出

し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
縦
と
横
の
関
係
、「
近
代
的
交
響
楽
」
は
、
海
外
文

学
や
古
典
を
も
視
野
に
入
れ
た
遠
藤
の
〈
芸
術
交
流
体
〉
よ
り
範
囲
は
狭
い
も
の
の
、

基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。

（
20
）（
14
）
に
同
じ

（
21
）『
昭
和
女
子
大
学
令
和
2
年
度
入
学
生
用　

学
生
便
覧
』（
令
2
（
二
〇
二
〇
））

（
22
）「
昭
和
学
報
」
213
号
（
昭
57
（
一
九
八
二
）・
4
・
1
）

（
23
）「
昭
和
学
報
」
217
号
（
昭
57
（
一
九
八
二
）・
10
・
1
）

（
24
）「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」（「
婦
人
画
報
」
昭
33
（
一
九
五
八
）・
4
～
昭
34
（
一
九

五
九
）・
5
連
載
、
の
ち
に
『
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
』
昭
35
（
一
九
六
〇
）、
角
川

書
店
）

（
25
）「
聖
書
の
中
の
女
性
」（「
毎
日
新
聞
」
昭
37
（
一
九
六
二
）・
12
・
10
～
昭
38
（
一
九
六

三
）
2
・
4
、
全
八
回
連
載
、
の
ち
『
異
邦
人
の
立
場
か
ら
』
昭
54
（
一
九
七
九
）・
6
、

日
本
書
籍
に
所
収
）

（
26
）「
昭
和
学
報
」（
219
号
、
昭
57
（
一
九
八
二
）・
12
・
1
）

（
27
）
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト　
「
昭
和
学
報
」（
217
号　

昭
57
（
一
九
八
二
）・
10
・
1
）
に
は
、
六

月
二
十
二
日
に
実
施
し
た
、
学
報
委
員
会
主
催
の
本
学
全
学
生
対
象
「
読
書
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
好
き
な
作
家
ベ
ス
ト
10
の
学
年
別
で
遠
藤
は

一
年
五
位
、
二
年
二
位
、
三
年
五
位
、
四
年
三
位
、
全
体
二
位
に
つ
け
て
い
る
。
学
科

別
で
は
当
時
の
九
学
科
中
八
学
科
で
十
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
中
で
も
英
米
文
学

科
と
初
等
教
育
科
で
は
一
位
に
つ
け
て
い
る
。
記
事
内
で
は
「
全
国
読
書
世
論
調
査
」

結
果
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
遠
藤
は
十
位
以
内
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
28
）「
永
井
荷
風
―
―
そ
の
宿
命
の
軌
跡
―
―
」（「
文
學
界
」
昭
43
（
一
九
六
八
）・
10
、
12
、

の
ち
に
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
13
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
5
、
新
潮
社
に
所
収
）

（
29
）「
現
代
日
本
文
学
に
対
す
る
私
の
不
満
―
―
聖
書
の
作
家
た
ち
か
ら
―
―
」（「
海
」
昭
44

（
一
九
六
九
）・
6
、
の
ち
に
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
13
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
5
、

新
潮
社
に
所
収
）

（
30
）「
人
間
の
心
、
こ
の
テ
ル
の
ご
と
き
も
の
」（『
生
命
の
尊
厳
』
昭
48
（
一
九
七
三
）・
1
、

潮
出
版
、
の
ち
に
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
13
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
5
、
新
潮
社
に

所
収
）

（
31
）「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教
―
―
マ
リ
ア
観
音
に
つ
い
て
―
―
」（「
文
藝
」
昭
42
（
一
九
六

七
）・
1
、
の
ち
に
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
12
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
4
、
新
潮
社

に
所
収
）
で
「
ど
ん
な
人
に
も
、
ど
ん
な
作
家
に
も
彼
が
人
間
で
あ
る
限
り
、「
打
ち
あ

け
る
よ
り
は
む
し
ろ
死
を
選
ぶ
や
う
な
秘
密
」
が
暗
い
意
識
の
裏
に
か
く
れ
て
い
る
」

が
、
そ
の
秘
密
は
「
書
か
な
い
の
で
は
な
く
書
け
な
い
の
で
あ
る
」
と
し
、
た
と
え
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「
告
白
小
説
」
を
書
い
た
と
し
て
も
「
心
理
の
も
っ
と
奧
に
あ
る
世
界
―
―
あ
の
魂
の
領

域
ま
で
」
い
や
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
遠
藤
は
、
潜
伏
切
支

丹
に
そ
の
弱
さ
故
に
神
を
裏
切
る
う
し
ろ
め
た
さ
を
見
、
そ
れ
を
自
分
と
母
と
の
関
係

な
ど
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
。「
秘
密
」
と
「
う
し
ろ
め
た
さ
」
は
遠
藤
の
昭
和
四
十
年

代
作
品
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
32
）
こ
う
し
た
「
真
実
」
追
求
の
言
及
の
時
期
を
経
て
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
自
身
、
伝
記

を
書
き
な
が
ら
伝
記
の
限
界
と
向
き
合
っ
て
い
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。
一
例
と

し
て
、「
人
間
の
な
か
の
Ｘ
」（「
海
」
昭
52
（
一
九
七
七
）・
8
、
の
ち
に
『
遠
藤
周
作

文
学
全
集
』
13
、
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
5
、
新
潮
社
に
所
収
）
を
引
用
す
る
。

　
　

 　
　

�　

我
々
が
他
人
を
知
ろ
う
と
す
る
時
は
、
必
ず
自
分
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
な
秩

序
づ
け
を
意
識
的
、
無
意
識
的
に
す
る
と
言
う
こ
と
だ
。（
中
略
）
あ
る
人
物
の
生

涯
を
語
り
、
あ
る
人
物
の
肖
像
を
描
く
た
め
に
一
番
や
さ
し
い
方
法
は
、
当
の
人

物
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
単
純
化
し
て
し
ま
う
「
秩
序
づ
け
」
の
方
法
で
あ

る
。
そ
し
て
私
が
今
、
関
心
を
も
っ
て
い
る
伝
記
、
も
し
く
は
伝
記
文
学
の
一
番
、

容
易
な
手
法
も
こ
の
「
秩
序
づ
け
」
方
法
だ
。

　
　

 

と
書
い
て
い
る
。

（
33
）『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
別
巻
（
平
12
（
二
〇
〇
〇
）・
10
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化

研
究
所
）
に
「
叢
書
は
光
葉
会
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
昭
和
女
子
大
学
を
経
て
近

代
文
化
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
、
歴
代
の
近
代
文
化
研
究
所
長
及
び
本
学
卒
業
生
の
兼

任
あ
る
い
は
専
任
研
究
室
員
に
受
け
継
が
れ
て
今
日
に
至
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
当
時
、
調
査
・
執
筆
は
既
に
学
生
の
手
を
離
れ

て
い
た
。

（
34
）
例
え
ば
「
心
が
し
ー
ん
と
す
る
瞬
間
」（『
ひ
と
り
を
愛
し
続
け
る
本
』
昭
61
（
一
九
八

六
）・
3
、
青
春
出
版
社
、
の
ち
に
平
4
（
一
九
九
二
）・
4
、
講
談
社
文
庫
に
所
収
）

に
は
、
日
常
生
活
と
は
「
崩
れ
た
」、「
散
文
的
」
な
も
の
で
あ
り
、「
だ
ら
し
な
く
、
汚

れ
て
お
り
、
そ
し
て
だ
ら
ー
ん

0

0

0

0

と
し
て
い
る
」
が
、「
こ
の
よ
う
に
散
文
的
で
、
だ
ら
し

な
く
、
う
す
穢
れ
た
我
々
の
日
常
生
活

0

0

に
も
「
し
ー
ん
」
と
し
た
何
か
が
入
り
こ
ん
で

く
る
時
が
あ
る
。
そ
の
時
を
私
は
「
人
生
の
時
」
と
よ
び
た
い
。
そ
れ
は
「
生
活
の
時

間
」
に
さ
し
こ
ん
で
き
た
「
人
生
の
時
間
」
な
の
だ
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
具
体

的
に
「
愛
す
る
者
と
死
別
し
た
時
」「
愛
す
る
者
か
ら
棄
て
ら
れ
た
時
」「
自
分
の
病
気

が
治
ら
ぬ
も
の
と
知
っ
た
時
」
を
例
に
挙
げ
、「「
し
ー
ん
」
と
し
た
人
生
の
時
」
は

「
多
く
の
場
合
、
苦
し
み
と
共
に
訪
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
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